
 
 
 

 ４月25日、平成31年度高齢者大学入学式が公民館で行われました。 

入学者の名前が読み上げられた後、齋藤多聞学長から「人数は減ってい
るようですが、楽しんで受講してください。」と激励の挨拶がありました。そ
の後、町長からの講演、ボランティアグループこはぜの公演の後、午後か
らは詩人でエッセイストのあゆかわのぼる氏から「秋田弁を楽しむ・川柳を
たしなむ」と題した講演をいただき、充実した幕開けとなりました。 
 今年度の参加者の最高齢は89歳。全体で50名が受講します。昨年よりも 

 ４月３日、教育委員と義務教育学校教職員、教育委員会事務局員40名が一
堂に会して、今年度第一回目の研修会を行いました。 

 齋藤町長からあいさつをいただいた後、教育長が昨年度の学校アンケート
の分析結果をもとに、今年度の学校の課題解決について講話を行いました。 

 教科担任制の導入で、学習や生活については教師、子ども、保護者も大い
に評価している（下図参照）反面、行事や縦割り活動などで後期課程の生徒
の満足度が低いことなどの課題について、生徒の意見をしっかり聞くことを基
本に活動を進めることなどのアドバイスがありました。 

日 曜 活               動 

  3日 金 さくらまつり歌と踊りの集い 

14日 火 町スポーツ少年団総会 
義務教育学校９年生修学旅行 
（～16日） 

22日 水 第一回学校応援協議会 

25日 土 義務教育学校運動会 

28日 火 ５月定例教育委員会 
校長・教育委員懇談会・授業参観 

29日 水 チャレンジデー 

30日 木 渡部淳教授（日大）講座 

  高齢大学入学式が行われました 
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発行にあたって 
 このたび、開かれた教育委員会の一環とし
て、「教育委員会だより」を随時発行すること
といたしました。これまで町の広報等を通し
てお知らせしてきておりますが、町民の皆様
からは「町の教育方針がわからない」「教育
委員会は何をしているか」といった質問もい
ただいており、この「たより」が皆様のご理解
の一助になることを願っております。 

 さて、教育委員会は、次の点について審議
することが法律で決められています。 

 ① 教育に関する基本的な方針の決定 
 ② 教育委員会規則の制定・改廃 
 ③ 職員の人事 
 ④ 教育委員会の活動の点検・評価 
 ⑤ 予算等に関する意見の申し出 
４月22日に行われた教育委員会では、主に

①について審議いたしました。（裏面参照）
事務局では、この方針に沿って今年度の具
体的な活動を行うこととしております。 
 この「たより」では、審議内容のほか、実際 

の事業やイベントについても、広報と重複
しないように、役に立つ情報についてお
知らせしてまいります。 
 どうぞよろしくお願いいたします。 

教育長 六郷 博志 
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   教育委員紹介 
教育長職務代理者 幡宮 明貞 
教育委員       伊藤  守 
教育委員       齋藤 正仁 
教育委員       小武海文恵 

教育委員会関係の５月予定 

月 日 学  習  内  容 

４/24 入学式・講演（あゆかわのぼる氏） 

５月 学習・講話「歯と口腔の健康」 

６月 能代市方面施設見学 

７月 学習・講話「高齢者の交通安全」 

９月 学習・講話「食品衛生」 

10月 秋田市方面移動研修 

11月 講話・学校３年生との交流 

12月 民謡・歌謡ショウ 

１月 学習・講話「医療・介護・福祉」 

２月 卒業式・講話「健康長寿」 

   教職員研修会を行いました 
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教科担任はよくわかる（児童生徒） 生活にいい変化が見られた（教員） 

12名の減となっており

ますが、大学は開始し
たばかりで途中の入
校も可となっておりま
すので、参加したい方
は生涯学習班までい
つでもお問い合わせく
ださい。 
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井川町教育大綱 
  あたたかな心 夢ときめく ひとづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井川町教育委員会 令和元年度の方針 
 ４月の教育委員会で、今年度の方針
を右のように決定しました。なお、新規
事業の主なものは次のとおりです。詳
細については随時お知らせします。 

新たな学校文化の創造を目指す小中一貫教育の推進 

学力の向上 

□討論のある授業が展開されている。 
□授業がよくわかる。 
・職員研修の講師招聘 
・授業でのゲストティーチャーの積極   
 的な招聘 
・学習支援員の配置 
・秋田魁新報の５年生以上への配付 

社会性の伸長 

□社会的な事象への関心が高くなる。 

□他学年と協力したり仲良くするなど
関係が強くなる。 
・三陸震災列車の実施 
・動物ふれあい学習の実施 
・井川みらい学へ講師招聘 
・プログラミング体験講座の実施 

温かな心、健康な体 

□生命尊重の意識が高まる。 
□生活習慣改善の意識が向上する。 
・町健康教育副読本の活用への支援 
・町の健診と連携した講座の実施 
・県医師会と連携した取り組み 

地域とともにある充実した学校 

□学校給食の町内産野菜使用率向上。 
□学校への期待度が高まる。 
・学校応援協議会の立ち上げ 
・特別支援教育への支援 
・学校給食供給システムの検討と改善 

生涯学習・社会教育の充実 社会体育・生涯スポーツの充実 

豊かな学習機会の保障 
□各種講座等の満足度が向上する。 
□参加者の減少に歯止めがかかる。 
・高齢大学、移動公民館等の実施 
・事業の満足度調査及び聞き取り 
・講座の名称や内容等の検討と改善 

健康スポーツの普及 
□各種大会等の満足度が向上する。 
□組織の見直しで運営が活性化する。 
・各種大会、チャレンジデー等の実施 
・事業の満足度調査及び聞き取りの実施 
・井川スポーツクラブの組織改編 

地域の教育力向上への支援 

□家庭教育支援の事業が充実する。 
□公民館図書室利用者数の増加。 
・学校やこどもセンターとの連携 
・子ども教室の多様な取り組み 
・図書室の広報や展示の工夫 

文化財保護・芸術振興 

伝統文化・文化財の継承と活用 

□文化財継承の課題解決について方向
性を出す。 
・審議会等での幅広い意見聴取と協議  

三陸震災列車 
 ７月24日～25日に、５年生以上の希望
者30名で、三陸鉄道の貸し切り車両で震
災箇所を学習する 

専門家の招聘 

映画上映会 

新聞の配付 

八郎水槽 

教育委員会フェイス 
ブックをご覧ください 
 

 町の行事や催し物等の様子について、随
時、フェイスブックでお知らせしております。
どうぞご覧ください。 
www.facebook.com/ikawakatikyoui/ 

旅です。宮古市田
老地区、久慈市等
を予定していま
す。 

 12月７日（土）

に、公民館を会
場にして「みんな
の学校」の上映
会を行います。 

 大阪市の小学校を舞台にしたこのドキュ
メンタリー映画はロングランとなりました。 

 教員も子どもたちも視野を広げられるよ
うに、学校に多くのプロを招聘します。 

 井川町出身の渡部淳教授（日大）からは
教員が２回の講座を受講。11月15日（金）
には町民も参加できる講演会を行います。 

 また、循環器健診で来町する木山教授
（大阪大）などが子どもたちを対象に講義
をします。 

 ＮＰＯや県立大と
連携して、学校に
水槽を設置して八
郎湖の水草を植え
ます。数年後には
多くのトンボが水槽 

を飛び交うことを期待しています。５月15
日に学校玄関左に設置予定です。 

動物園学習会  メディアリテラシー
の育成をねらい、学
校の５年生から９年
生までの教室に、秋
田魁新報を４月８日
から毎日配付してい
ます。 

 ８月２日（金）に、１年生
から４年生の希望者40人

を対象に、大森山動物園
と「ワンニャピアあきた」
で動物飼育体験等を行う
学習会を実施します。 

□ 到達目標 ・ 具体的取り組み 

めざす学校の姿＝進化する学校 

めざす公民館の姿＝魅力ある公民館 


